
運営理念
一本の大きな木のように～地域に安心と豊かさを～
1.信頼される質の高い医療・介護サービスを提供します。
2.全てに真心で対応します。
3.地域のニーズに積極的に対応します。
4.地域が豊かになるよう医療・介護を通して貢献します。
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　新年明けましておめでとうございます。旧年中皆様には大変お世話になり、誠にありがとう
ございました。今年も様々な形でお世話になることと思います。何卒宜しくお願い致します。
　昨年は元日の能登地震に始まり、様々な災害や気が滅入るような事件や事故が多い一年
だったような気がします。災害や事故は大部分が予測不能なものではありますが、それに対し
ての備えや心積もりがやはり重要だと改めて実感させられました。今年は災害や事故が少な
い一年になりますようにと願う年の初めです。
　2025年（令和7年）は当院の創業100年の記念すべき年です。当院は1925年（大正14年）

に診療所という形態で医療機関としての歩みを始めました。一診療所から始まり、現在では病院を中心に医
療介護の複合事業体として、地域にとって必要な私たちを常に目指してこれまでやってまいりました。創業以
降の当院の歴史については、当院のホームページやコンセプトブックにも掲載しておりますが、100年という
長きにわたりこの地で医療機関として歩むことがきましたのは、当院に関わって下さいました全ての皆様のお
かげと深く感謝するところです。今号以降の広報誌でも、この100年の歴史について振り返る企画を掲載して
いく予定ですので、お目通し頂けましたら幸いです。
　現在、インフルエンザを始めとした各種感染症が流行しています。いつまたパンデミックに陥るのか、そして
私たちはそれに対処できるのか、そんな懸念を持ちながらの毎日の診療です。100周年以降も地域の医療介
護複合サービス提供機関として、これからも地域で求められる役割をしっかり果たしていく所存です。
　今年も当法人の運営にご理解、ご協力を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2025年1月 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理事長　志田　知之
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理事長のご挨拶

　新年明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。
　私が担当している地域包括ケア病棟は、地域包括ケア病床28床、療養病床20床を有しており、
地域包括ケア病床は2015年1月1日に開設して今年の元日で丸10年が経ちました。地域包括ケア
病床には疾患の治療や怪我等によるリハビリ目的での入院だけでは無く、在宅生活で徐々に“歩き
にくくなった”、“食事が飲み込みにくくなった”等、日常生活動作能力の低下を感じられた方を対象
にした『メンテナンス・リハビリ』というリハビリ目的の入院があります。地域の方が住み慣れたとこ
ろでその人らしく活き活きと安心して生活ができるように私達もリハビリを通してサポートさせて
いただけたらと思います。お困りの際はお気軽にご相談下さい。　　
　 

リハビリ部 地域包括ケア病棟士長のご挨拶

2025年1月
リハビリ部
地域包括ケア病棟士長
理学療法士　中村 真由美
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当院では、2025年1月よりリハビリ最新機器の『mediVRカグラ』を導入しました。佐賀県の民間病院では当院
が初めての導入となります。(2025年1月現在)

ヘッドマウントディスプレイを頭部に装着し、コントローラーを対象者の方に持ってもらうだけで準備は完了し
ます。

脳梗塞や脳出血、高次脳機能障害に加え、パーキンソン病や失調等による身体機能障害のリハビリテーション
プログラムに取り入れています。

当院でも試験導入期間で多数の患者さんに活用いただき、様々な変化があったことから導入いたしました。

今後は入院・外来リハビリで適応される患者さんに使用していく予定としております。mediVRカグラについて
知りたい方はどうぞお気軽にご相談下さい。

仮想現実(VR:virtual reality)技術を利用した、最先端のリハビリテーション用医療機器です。椅子や車椅子に
座り、VR環境で見える目標物に向かって手に持っているコントローラーを左右交互に繰り返しリーチして(手を
伸ばして)当てるという動作で、目標物を見つける為の探索機能や目標物に向かってリーチをするための身体の
動かし方を効率的に再学習することができます。多数の学会や論文などで、バランス能力や歩行能力、上肢機能
の向上、運動失調、痙縮、慢性疼痛の緩和、認知処理能力の改善等が報告されているようです。ゲーム感覚で実
施できるため、老若男女の幅広い年齢の方に使用できます。

リハビリテーション最新機器のご紹介

【mediVRカグラとは】

【活用範囲】



結核病棟増設（右側）

勲五等瑞宝章受章　
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100年のあゆみ 
当院は、1925年（大正14年）7月5日に医院として開院し、1937年（昭和12年）に病院となり、本年創業100周年
を迎えます。開院当初から地域のかかりつけ医として、これまで100年の時を歩んでまいりました。100周年を迎
えるにあたり、当院の歴史を紐解き、その一部をシリーズで皆様にお伝えしたいと思います。

遠近から診療を求める患者が日増しに増え、診療所が手狭になったため、
1937年(昭和12年)5月16日に旧病院跡地に当地で初めてX線装置を備えた外科を中心とした病院を開院

1925年（大正14年）7月5日
藤津郡北鹿島村乙丸(旧病院跡地より100m北)に医院を開院（28歳）

1956年(昭和31年)結核病棟を増設、一般病床25床、結核病床22床の計47床となった

1898年(明治31年)5月16日に旧有明町龍王にて出生。
父と兄をチフスで亡くし、医の道を目指す。
県医師会副会長・理事・代議員、郡医師会議長、
地区医師会長、市議会議員、佐賀地方裁判所調停員、
鹿島市教育長、初代鹿島市文化連盟会長他　
1975年(昭和50年)に勲五等瑞宝章を受章　
趣味：俳句、謡曲、囲碁3段

1955年(昭和30年)、外科医師として北鹿島の地で30年
たったという記念の句「大初日刀圭ここに30年」を刻んだ
句碑を庭に建立。
写真は、晩年に句碑の前で撮影されたもの。

＊1,2,3,4参考文献：鹿島藤津医会史
　昭和63年9月15日発行　編集・発行　鹿島医会

昭和初期の鹿島
家庭医（掛り医者）は鹿島では「カカイ医者」といった。昭和の初期、掛り医には年に1
回、年末に薬札を持参した(農家は普通米1俵)。掛り医には年に1回の薬札で済んだ
が、他医に受診すれば現金で支払わねばならなかった。なので皆、掛り医を固定して
いた。掛り医は、自分の患家が困らぬように、眼科、耳鼻科、皮膚科、泌尿器科など複
数の科の治療ができるように技術を習得し、準備していた。また、自分の患家に重症
患者が出れば、その専門医を呼び対診した。それを鹿島では「たちあい」といった。(*1)

昭和20年の鹿島
1945年(昭和20年)8月9日、長崎へ原爆が投下。鹿島町より多良岳の方向にキノコ雲が遠望された。
佐賀県庁の指示により、志田英利医師はもう1名の医師とともに長崎へ救護に出動した。
8月12日、被原爆患者が鹿島小学校に収容された。出征のため残っている医師が少ない中、当時の医師会長を総指揮
者とし、鹿島医会の医師が救護にあたった。保健婦、婦人会、町民等、全鹿島市民が救護活動に奉仕した。(*2) 

創業者　初代院長　志田 英利

かかりつけ医としての
スタート

特集100周年記念  
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二代目院長　志田 誠二

1974年5月病院新築

1996年6月 志田誠二医師古希記念

to be continued～次号へつづく～

1996年(平成8年）6月26日は、志田誠二医師にとって最後の誕生日撮
影となった。この日の撮影には、当時大学院に在籍していた三代目院長
志田知之医師も参加していた。

志田誠二医師は何よりも患者さんを第一と考え、夜間でも診療を決して
断らず仕事一筋で日々診療に励んだ。往診も数多くこなしていた。静かな
人柄であり、庶民的でユーモアのある人であった。

僻地診療 
1963年(昭和38年）7月29日 鮒越開拓

(志田誠二医師）

手術室 受付 病棟

1927年(昭和2年)6月26日に大阪にて出生。
10歳の時、実父志田正雄氏の弟である志田英利氏の養子となる。
1962年(昭和37年)7月に帰省し、英利院長と診療に従事。
1973年(昭和48年)4月二代目院長に就任。
地区医師会副会長・理事、鹿島医会幹事、鹿島保健所結核調査協議
会委員、鹿島福祉事務所嘱託医他
1993年(平成5年)11月鹿島市より市制功労賞表彰
趣味：観世流名誉師範、囲碁、スポーツ、スポーツ観戦

僻地巡回診療
終戦後、多良岳山麓などへ入植・開拓する人々がおり、インフラや衛生環境が悪く、
健康状態も良くなかった。
鹿島藤津地区医師会は、1948年(昭和23年)から開拓協会と協力し、鹿島、嬉野、
太良の僻地へ巡回診療を開始した。診療は無料の奉仕であった。
1960年(昭和35年)からは鹿島市内は鹿島医会の会員のみで診療を始め、開拓団
のみでなく、鹿島市内の山村の住民も診療した。
交通インフラの整備により僻地は解消され、さらに医療保険制度の確立により僻
地診療の意義も薄れてきたので、僻地巡回診療は1981年(昭和56年)で幕を閉じ
た。(*4)

当院は古くからかかりつけの方の往診を行っており、現在に至るまで在宅診療に力を入れている

1973年（昭和48年）4月1日
二代目院長に就任（45歳）

1974年（昭和49年）5月15日に手術室を備えた病院を新築（46歳）

鹿島藤津医師会附属准看護学院第1回入学式

志田英利医師は、1962年(昭和37年)から4年間、地区医師会長として活躍。医師会長時代に地区医師会館と准看護学
院を設立。准看護学院の初代学院長に就任。1963年(昭和38年)4月に准看護学院の第1回生46名が入学。医師会及び
准看護学院大運動会を実施するなど、行動力のある会長であった。(*3)

鹿島藤津医師会附属准看護学院(旧校舎)
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★認知症の方の支援について
　　　　　　　　 (介護支援専門員)
★安住できる居住環境を求めて
　～生活期セラピストとしての関わり～
　　　　　　　　 (理学療法士)
★当院地域包括ケア病棟から退院した
　患者の再入院予防を目的とした関わり
　　　　　　　　 (看護師)
★マネジメントツールによる生活習慣病
　管理料の管理について  
　　　　　　　　　 (システムエンジニア)

★マイナンバーカード利用率向上のために
                            (医療事務)
★介護職員の負担軽減への取り組み
　　　　　　　　　 (介護福祉士)
★セッション：ターミナルケア・緩和ケア
　座長　　　　　　 (看護部長)
★セッション：介護施設 座長
　　　　　　　　　 (介護保険部長)

❖第32回日本慢性期医療学会in横浜
　11月14日(木)～15日(金)

★電子カルテで作成された文書の管理ツール作成について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （システムエンジニア）

❖日本医療マネジメント学会第21回九州・山口連合大会in佐賀
　12月6日(金)～7日(土)

★地域包括ケア病床サブアキュート患者の食事形態の調整の
　有無別にみた入院日数・復帰率の調査　　　  （言語聴覚士）
★STと連携強化に向けた取り組み
　～アンケート調査から見えた今後の課題～  　（理学療法士）
その他、理学療法士2名が座長を努めました。

❖リハビリテーション・ケア合同研究大会in山梨2024
　10月3日(木)～4日(金)

法人内での取り組みを全国学会
でも積極的に発表しています。

最優秀演題表彰

10月26日(土)に、鹿島市民文化ホールSAKURAS（サクラス)において、「地域リハビ
リテーションで築くこれからの共生社会」をテーマに、今回で22回目となる当院主催
の研究発表会を開催しました。

オープニング・リマークスでは当院における地域リハビリテーション活動についてご紹介しました。
「健診・医療」のセッションでは4演題、「リハビリテーション」のセッションでは4演題、「介護」のセッションでは3演題が
発表され、院外からも2演題発表して頂きました。
審査の結果、最優秀演題賞には「当院地域包括ケア病棟における離床推進活動報告～病棟リハの効果～」（当院理学
療法士）が選ばれました。

特別講演の講師には、兵庫県立リハビリテーション中央病院院長の大串幹先生をお迎えし、
「地域リハビリテーションの多様性と自由度について」と題しご講演頂き、大変有意義な会と
なりました。ご来場頂きました皆様にお礼申し上げます。

理事長がシンポジストとして参加
しました。

❖第8回日本在宅救急医学会
　　　学術集会in福井
　11月9日(土)～10日(日)

全国学会発表

研究発表会

行事紹介

特別講演講師
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12月に3名の職員が入職しました。不慣れな点も多く、ご迷惑を
おかけするかと思いますが、どうぞよろしくお願い致します。

新入職員紹介

看護部
地域包括ケア病棟

看護師

平吉 裕子

看護部
地域包括ケア病棟
看護助手

池田 恵美子

看護部
地域包括ケア病棟
看護助手

森 初枝

12月

新館の向かい側に現在建設中です。
遠方の方でも寮に入居し、安心して働くことができ
ます。詳細はお気軽にお尋ね下さい。

2025年3月に職員寮が完成します！

市民公開講座のお知らせ
今年度3回目となる当院主催の市民公開講座を開催致します。今回の講座ではアドバンス・ケア・プランニング
（人生会議）についてわかりやすくお話ししますので、どなたでもお気軽にご参加下さい。

シールラリー開催
今年度開催している市民公開講座（全3回）
のうち2回以上ご来場頂いた方には「エコー
による脂肪肝・肝線維化チェックチケット」を
プレゼントしています。
皆さま奮ってご参加下さい！

昨年の市民公開講座の様子

申し込み不要
参加費無料

テーマ

日　時

会　場
講座内容

アドバンス・ケア・プランニング
「人生最終段階を自分らしく迎えるために」

当院コミュニティ・ホール

2月15日(土) 13時30分より（13時開場）

1.アドバンス・ケア・プランニングの基本理解
　人生の最終段階をどう考える？
2.アドバンス・ケア・プランニングの重要性を考える
　大切な人と話し合う～もしものときに備えるために～
3.体験談や具体例の共有
　患者さんやご家族の声から学ぶアドバンス・ケア・プランニング

エネルギー: 213kcal　
たんぱく質: 10.2g  塩分：1.0g

作り方

(1) ツナ缶は水気を切っておく。
(2) 玉ねぎ、キャベツは千切りにし、レンジで加熱してしんなりさせる。
(3) ツナ缶と玉ねぎをマヨネーズで和える 。
(4) 卵をとき、砂糖と塩を入れ焼く。（形は整えなくても良い）
(5) ラップの上に海苔を乗せ、ご飯・キャベツ・卵焼き・ツナマヨの順に乗せ、ラップごとパッタンと２つ折りにし、ラップで
　  しっかり巻いて形を整え、半分に切る 。

簡単に出来て、たんぱく質もとれるヘルシーなおにぎりです。
塩分も控えめとなっています。
他にも色 と々具を変えて楽しく作りましょう！

◉ツナ缶　　　
◉マヨネーズ
◉玉ねぎ
◉卵

◉砂糖
◉塩
◉キャベツ
◉海苔
◉ご飯　　　

30g
10g
10g
1個

3g
少々
1/2枚
1/2枚
40g

材料 ( 1人分 )

　　　　　パッタンおにぎり管理栄養士の簡単レシピ
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最寄りバス停：乙丸西または乙丸東
最寄り駅：肥前鹿島駅(徒歩約7分)

【病床数】  回復期リハビリテーション病棟 32床
　　　　     地域包括ケア病棟 48床
                 (地域包括ケア病床28床・療養病床20床)
　    【診療科目】 内科・外科・小児科・消化器科・整形外科
　　　　　   リハビリテーション科・リウマチ科 　　　

〒849-1304  佐賀県鹿島市大字中村2134番地4
TEL 0954-63-1236  FAX 0954-63-1237
https://shidahp.com

HEALTHCARE CORPORATION TENSHINDO

月～金曜の午前のみ
※整形外科外来は、予約患者様を優先させて頂いており
ます。予約なしで来院された場合、お待たせする場合が
ございますが何卒ご了承下さい。尚、予約診療のお問い
合わせは代表電話にてお受け致します。

午前　 9:00～12:00（受付時間 11:30 まで）
午後  15:00～17:00（受付時間 16:30 まで）
 【火・金・土の午後：休診】
　月・木曜  14:00～15:00（予防接種外来）
　水曜　　  14:00～15:00（乳児健診外来）　

土

午前   8:30 ～ 12:00（受付時間 11:30 まで）
午後 14:00 ～ 17:00（受付時間 16:30 まで）
午前   8:30 ～ 12:00（受付時間 11:30 まで）

月～金

❖診療時間　※診療科により、診療開始時間が異なります。

診療時間の変更、休診日、各種お知らせなどをいち早くお届けします。
Instagramでは当法人の取り組みや日常のひとコマを閲覧できます。

❖外来診療担当医（2025年1月1日現在）　　　　　　※予告なしに変更する場合がございますことをご了承下さい。

休診日：日曜・祝日

小児科外来

整形外科・リウマチ科外来

【併設施設】

LINE登録

月 火 水 木 金 土

内科 1
午前 志田 知之 志田 誠一郎 志田 知之

志田 誠一郎

志田 知之 佐賀大学　　　　
医師

午後 牛山　理 志田 誠一郎 松山　悟

山田 脩斗

牧尾 成二郎

牧尾 成二郎

ー

内科 2 午前 牛山　理 江村　正 志田 誠一郎 松山　悟 松山　悟 富永 秀樹

内科３ 午前 吉田　佳世 松山　悟 吉田　佳世 吉田　佳世 ー

小児科
午前 志田 かおる 志田 かおる 志田 かおる 志田 かおる 志田 かおる   　　　　学大賀佐

小児科医

午後 佐賀大学  　 　　
小児科医 ー 志田 かおる 佐賀大学　　　　

小児科医 ー ー

整形外科 午前 加藤 利樹 加藤 利樹 加藤 利樹 加藤 利樹 加藤 利樹 ー

内視鏡 午前 松山　悟 雨森貞浩 雨森 貞浩 雨森 貞浩 志田 誠一郎 ー

健診
午前 大石 浩隆 大石 浩隆 大石 浩隆 大石 浩隆 大石 浩隆 大石 浩隆 

午後 大石 浩隆 大石 浩隆 ー 大石 浩隆 大石 浩隆 ー


